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(57)【要約】
　本発明は、蛍光灯に置き換わる発光装置２であって、
発光システム１を照明器具に接続するための２つの集合
の接続ピン２１、２３、２１´、２３´と、バルブによ
ってカプセル化されていると共にバルブを介して導入さ
れている１つの第１及び１つの第２のフィラメントユニ
ットであって、前記接続ピンに電気的に結合されている
フィラメントユニットと、フィラメントユニット間に電
気的に接続されている固体光源とを有する、発光装置２
に関する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも固体光源と、
　発光装置を照明器具に接続する２つの集合接続ピンと
を有する発光ユニットを有する、蛍光灯に置き換わる前記発光装置であって、
　少なくとも１つのフィラメントユニットを更に有し、接続ピンの各集合が少なくとも１
つのフィラメントユニットに電気的に結合されている発光装置において、
　前記フィラメントユニットは、
　　少なくとも１つの第１及び第２のフィラメントユニット接続ピンと、
　　前記フィラメントユニット接続ピンに電気的に結合されている少なくとも１つのフィ
ラメントとを有し、
　前記フィラメントユニットは前記少なくとも１つのフィラメントを少なくともカプセル
化するバルブを更に有し、前記フィラメントユニット接続ピンは前記バルブを介して導入
される、発光装置。
【請求項２】
　前記フィラメントは、蛍光灯の従来のフィラメントである、請求項１に記載の発光装置
。
【請求項３】
　前記フィラメントは正温度係数を有し、前記フィラメントを通過する電流として光を発
することができる、請求項１に記載の発光装置。
【請求項４】
　前記フィラメントユニット接続ピンは、前記少なくとも１つのフィラメントに電気的に
結合されている対応する接続棒に電気的に結合されている、請求項１に記載の発光装置。
【請求項５】
　前記フィラメントユニットは、更に、直列に、かつ、前記第１及び第２のフィラメント
ユニット接続ピン間で電気的に結合される２つのフィラメントを有し、前記フィラメント
ユニットは、更に、前記２つのフィラメント間のコモン・ノードに電気的に結合された第
３のフィラメントユニット接続ピンを有し、前記第３のフィラメントユニット接続ピンは
前記バルブを介して導入されている、請求項１に記載の発光装置。
【請求項６】
　前記フィラメントユニットは、前記バルブ内に少なくとも部分的にカプセル化されてい
るステム、前記接続棒、及び前記ステムに機械的に取り付けられているフィラメントユニ
ット接続ピンを更に有する、請求項１に記載の発光装置。
【請求項７】
　前記フィラメントユニットの前記バルブがガラスで作られている、請求項１に記載の発
光装置。
【請求項８】
　前記フィラメントユニットのバルブがガスで充填されている、請求項１に記載の発光装
置。
【請求項９】
　前記接続ピンの各集合が、請求項１又は２に記載の１つの対応するフィラメントユニッ
トに電気的に結合されており、一方のフィラメントユニット接続ピンは前記第１の接続ピ
ンに電気的に結合されており、他方の前記フィラメントユニット接続ピンは前記第２の接
続ピン及び前記発光ユニットに電気的に結合されている、請求項１に記載の発光装置。
【請求項１０】
　前記接続ピンの各集合は、互いに直列に接続されている請求項１又は２に記載の２つの
対応するフィラメントユニットに電気的に結合されており、２つの前記フィラメントユニ
ット間のコモン・ノードは前記発光ユニットに電気的に結合されている、請求項１に記載
の発光装置。
【請求項１１】
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　前記接続ピンの各集合は、請求項３に規定されているような１つの対応するフィラメン
トユニットに電気的に結合され、第１のフィラメントユニット接続ピンは前記第１の接続
ピンに電気的に結合され、前記第２のフィラメントユニット接続ピンは前記第２の接続ピ
ンに電気的に結合され、前記第３のフィラメントユニット接続ピンは前記発光ユニットに
電気的に結合されている、請求項１に記載の発光装置。
【請求項１２】
　各端部キャップが２つの接続ピン及び前記少なくとも１つのフィラメントユニットを有
している、２つの端部キャップを有する請求項１乃至１１の何れか一項に記載の発光装置
。
【請求項１３】
　電子バラストを有する固体光源の発光装置の互換性を改善する方法であって、少なくと
も１つのフィラメントユニットを固体光源の前記発光装置の接続ピンの少なくとも１つの
集合に電気的に結合するステップを有する方法において、前記フィラメントユニットは、
ランプの従来のフィラメントである少なくとも１つのフィラメントであって、電流がフィ
ラメントを通過する際に光を発することができると共に、正の温度係数を有するフィラメ
ントをカプセル化するバルブを有する、方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、一般的には、発光システムに関し、より詳細には、バラスト（特に高周波（
ＨＦ）バラスト）を有する様々な照明器具内に互換性を有して置き換えられることができ
る発光ダイオード（ＬＥＤ）ランプに関する。
【背景技術】
【０００２】
　ＬＥＤは、一般的に、照明アプリケーションにおいて、ますます重要な役割を果たして
いる。結果として、ますます多くの新しい設備が、様々な仕方において、ＬＥＤ光源を備
えている。従来技術の光源の状態をＬＥＤ光源に置き換える理由は、ＬＥＤ光源の低電力
消費及び極めて長い寿命にある。更に、例えば、蛍光灯型の光源の寿命と比較して、蛍光
灯型の光源を収容する対応するハウジング及び蛍光灯型の光源に給電する対応するドライ
バの寿命が幾分か長い。従って、ユーザが単にこのような種類の蛍光灯型の光源を置き換
えることができるならば、魅力的なようである。
【０００３】
　Ｔ８又はＴ１２と指定されている種類の管のような、据え付けられている蛍光管及び付
随的なＨＦバラスト（一般に電子バラストとも称される）を有する多数の照明器具を備え
る工場、店舗、倉庫及びオフィスビルのような、多くの商業的、産業的及び小売の環境が
存在する。
【０００４】
　ＬＥＤベースの照明器具は、蛍光管に対しての有利な置換えの解決案である傾向にある
。ＬＥＤベースの管は、一般に「ＬＥＤ管」として又は頭字語「ＴＬＥＤ」によって称さ
れている。今日、様々な既存のＬＥＤ管があり、前記ＬＥＤ管の殆どは、「互換性を持つ
本線」と一般に指定されているＬＥＤ管のような、本線入力により導入されるように設計
されている。
【０００５】
　「ＴＬ管」と一般に称されている蛍光光源（例えば管状蛍光灯）は、典型的にはランプ
の各端部においてフィラメントを有し、前記フィラメントは、少なくとも必要とされる予
熱期間において前記バラストに直列に接続されており、この結果、ガス充填されている管
内でアークが適切に生じることができる。
【０００６】
　現代の電子バラスト又はドライバは、ＴＬ管の識別を可能にするフィーチャーを有して
おり、例えば、バラストに接続されたＴＬ管の種類を検出するために前記フィラメントの
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抵抗値を測定するための手段を有することができる。フィラメント抵抗のこのような測定
は、典型的には異なる管の種類は異なる駆動電力要件を必要とするので有利である。例え
ば、ＴＬ管の長さは、管の燃焼電圧、従って電力レベルに影響を与える。ＬＥＤレトロフ
ィット管が、このようなインテリジェントな管ドライバに接続される場合、ＬＥＤの存在
及び単純なＴＬ管フィラメントではないことにより、管ドライバは、予想外のフィラメン
ト抵抗値を測定し得て、従って動作を中止し得る。従って、電子バラストの大部分は、適
切に始動されるためにフィラメント検出フィーチャーを必要とする。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　既知の解決案は、フィラメントの抵抗又はインピーダンスを真似する（mimic）ことに
よって、蛍光灯の存在を模倣する（emulate）フィラメント回路の使用から成る。図１に
示されているように、フィラメント模倣回路１は、典型的には、ＴＬＥＤの各端部キャッ
プ１０の接続ピン１１、１３と直列に配され、直列に２つの抵抗器Ｒ１、Ｒ２を有する。
【０００８】
　抵抗器Ｒ１又はＲ２の期待される電力消費は、電子バラストが接続ピン１１、１３に接
続されているコンフィギュレーションに依存する。ＨＦランプ電流が抵抗器Ｒ１又はＲ２
に流れ、結果として抵抗器Ｒ１、Ｒ２を連続的に過熱することになる。このような従来技
術は、国際出願公開第２０１５／０１４６８０号、欧州特許出願公開第２３７８８３９号
、米国特許出願公開第２０１１／０４３１２７号及び国際出願公開第２００９／１３６３
２２号等である。
【０００９】
　本発明の目的は、ＴＬＥＤと幾つかの電子バラストとの間に生じ得る非互換性の問題を
、この点においてフィラメント模倣回路よりも有利な解決案によって解決することにある
。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明は、添付の請求項により規定される。
【００１１】
　本発明の実施例の基本的な着想は、バラストとの互換性を提供する蛍光灯のような、従
来のランプの本物のフィラメントを使用することにある。前記実施例における蛍光灯フィ
ラメントは、正の温度係数により電力損失も低減する。更に、当該基本的な着想は、温度
を上昇させて更に電力損失を低減するように前記フィラメントをカプセル化する（encaps
ulate）ためのバルブを付加することも提案する。
【００１２】
　本発明の１つの見地は、蛍光灯に置き換わるための発光装置であって、少なくとも固体
光源と当該発光システムを照明器具に接続するための２つの集合の接続ピンとを有する発
光ユニットを有する発光装置において、前記接続ピンの各集合は、少なくとも１つの第１
及び第２のフィラメントユニット接続ピンを有する少なくとも１つのフィラメントユニッ
トに電気的に結合されており、少なくとも１つのフィラメントは前記フィラメントユニッ
ト接続ピンに電気的に結合されており、前記フィラメントユニットは少なくとも前記少な
くとも１つのフィラメントをカプセル化しているバルブを更に有し、前記フィラメントユ
ニット接続ピンは前記バルブを介して導入されている、発光装置である。
【００１３】
　本出願は、フィラメントを模倣する他の何かを使用することなく、本物のフィラメント
を使用することを提案する。従って、バラストは、バラストが完全に本物のフィラメント
を検出するので、更に良好に当該発光装置を認識することができる。このことは、固体発
光装置と従来の照明器具（例えばバラスト）との間のより良好な互換性を与える。
【００１４】
　より詳細には、フィラメントとは、蛍光灯の従来型のフィラメントである。更に、フィ
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ラメントは、正温度係数を有しており、電流が前記フィラメントを通過するときに光を発
することができる。
【００１５】
　フィラメントを流れる電流がフィラメントを加熱するので、フィラメントの温度は増大
し、前記フィラメントのインピーダンスも増大する。増大されたインピーダンスはフィラ
メントにおける電力損失を低減し、次いで、過熱の問題が解決される。典型的なフィラメ
ントは、４のホット／コールド比率（hot/cold ration）を有する。従って、より熱い場
合、電力の損失はより少ない。更に、前記発光装置は、熱をバルブ内に保持するバルブを
構成している。結果として、前記フィラメントはより熱くなり、従って、インピーダンス
はより急速に高くなり、従って電力損失もより良好に低減する。
【００１６】
　本発明の第１の例示的な実施例において、前記フィラメントユニット接続ピンは、前記
少なくとも１つのフィラメントに電気的に結合される対応する接続棒に電気的に結合され
ることができる。
【００１７】
　本発明の第２の例示的な実施例において、前記フィラメントユニットは、直列に電気的
に結合されると共に前記第１のフィラメントユニット接続ピンと前記第２のフィラメント
ユニット接続ピンとの間にある２つのフィラメントを有することができ、前記２つのフィ
ラメント間のコモン・ノードに電気的に結合される第３のフィラメントユニット接続ピン
であって、前記バルブを介して導入されている第３のフィラメントユニット接続ピンを更
に有することができる。
【００１８】
　本発明の例示的な実施例において、前記フィラメントユニットは、前記バルブ内に少な
くとも部分的にカプセル化されているステムと、前記ステムに機械的に取り付けられてい
る接続棒及びフィラメントユニット接続ピンを更に有する。
【００１９】
　本発明の例示的な実施例において、前記バルブは、ガラスで作られることが可能である
。
【００２０】
　本発明の例示的な実施例において、前記バルブは、ガスを充填されることができる。前
記ガスは、フィラメントを冷却し、生成された熱をより容易に環境にもたらすこととなる
。バルブ及びガスは、環境との熱バランスを達成するので、フィラメントの温度は最適な
温度にある。この温度において、前記フィラメントは、過剰に高い温度から損傷を受ける
のを防止されるのと同様に、電力損失を低減する。
【００２１】
　本発明の例示的な実施例において、接続ピンの各集合は、上述の第１の見地又は第１の
例示的な実施例におけるような、１つの対応するフィラメントユニットに電気的に結合さ
れることができ、一方のフィラメントユニット接続ピンは前記第１の接続ピンに電気的に
結合されており、他方のフィラメントユニット接続ピンは前記第２の接続ピン及び前記発
光ユニットに電気的に結合されている。
【００２２】
　本発明の例示的な実施例において、接続ピンの各集合は、前記発光ユニットに電気的に
結合されている２つのフィラメントユニット間のコモン・ノードにおいて、互いに直列に
接続されている上述の第１の見地又はその第１の例示的な実施例におけるように、２つの
対応するフィラメントユニットに電気的に結合されることができる。
【００２３】
　本発明の例示的な実施例において、接続ピンの各集合は、上述の第２の例示的な実施例
におけるような１つの対応するフィラメントユニットに電気的に結合されることができ、
前記第１のフィラメントユニット接続ピンは第１の接続ピンに電気的に結合されており、
前記第２のフィラメントユニット接続ピンは前記第２の接続ピンに電気的に結合されてお
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り、前記第３のフィラメントユニット接続ピンは前記発光ユニットに電気的に結合されて
いる。
【００２４】
　例示的な実施例において、発光装置は、２つの端部キャップを有することができ、各端
部キャップは、前記少なくとも１つのフィラメントユニットにおいて２つの接続ピンを有
する。
【００２５】
　本発明の他の見地は、記載されている実施例の何れかにおいて規定される少なくとも１
つのフィラメントユニットを固体光源の発光装置の接続ピンの少なくとも１つの集合への
電気的に結合を有する電子バラストを備える固体光源の発光装置の互換性を向上させる方
法であって、前記フィラメントユニットは、ランプの従来のフィラメントであって、電流
が当該フィラメントを流れる際に発光することができると共に正温度係数を有する少なく
とも１つのフィラメントをカプセル化しているバルブを有する、方法である。
【００２６】
　本発明のこれら及び他の見地は、以下に記載される実施例を参照して明らかになり説明
されるであろう。
【００２７】
　本発明の例は、ここで、添付の図面を参照して詳述される。
【図面の簡単な説明】
【００２８】
【図１】ＨＦバラスト互換性を有するＴＬＥＤのフィラメント模倣回路の電気回路図を示
している。
【図２】特に本発明の第１の実施例によるフィラメントユニットを有している発光装置を
示している図である。
【図３】本発明の第２の実施例によるフィラメントユニットを有するレトロフィットＴＬ
ＥＤを示している図である。
【図４】本発明の第３の実施例によるフィラメントユニットを有するレトロフィットＴＬ
ＥＤを示している図である。
【図５】第３の実施例において使用されるようなフィラメントユニットを模式的に示して
いる図である。
【図６】前記第１及び第２の実施例において記載されたフィラメントユニットの詳細な図
である。
【発明を実施するための形態】
【００２９】
　本発明の根底にある発明の概念は、レトロフィット発光システムが本物のフィラメント
ユニットを、本質的には発光システムの接続ピンに結合されるように設計された別々の構
成要素の形態において備えることができることにある。発光システムは、少なくとも１つ
のこのようなフィラメントユニットを備えることができ、又はフィラメントユニットが、
既存の電子バラストとの互換性を向上させるために既存の発光システムに結合されるよう
に設けられることができる。本発明の１つの見地による発光システムの様々な実施例が、
フィラメントユニットの実施例と同様に、以下に記載される。
【００３０】
　図２は、本発明の第１の実施例による、特に、フィラメントユニットを有する発光装置
を示している。
【００３１】
　発光装置２は、実質的に細長い（管状）形状のハウジング２００を有する。ハウジング
２００は、以下で更に記載されるように、透明又は半透明の管と、ハウジング２００の２
つの対向する端部において前記管に機械的に結合されている口金とを有することができる
。
【００３２】



(7) JP 2018-505523 A 2018.2.22

10

20

30

40

50

　発光装置２は、更に発光ユニット２０１を有する。発光装置２は、直管ランプ又はＴＬ
ＥＤのような、ＬＥＤレトロフィット・ランプであることができる。発光装置２は、自身
の両方の対向する端部において、それぞれ、一組の接続ピン２１、２３及び２１´、２３
´を有する。例えば、接続ピン２１、２３及び２１´、２３´は、２つのキャップにおい
て、所謂ダブルキャップＴＬＥＤにおいて配されている。従って、ランプ口金は、例えば
、対応する接点要素（例えば、双ピンベース）を備えている。例えば、ランプ口金は、Ｔ
５又はＴ８蛍光灯の電気及び／又は機械的特性を有することができる。
【００３３】
　発光ユニット２０１は、無機ＬＥＤ又は有機発光ダイオード（一般にＯＬＥＤと称され
る）のような、固体光源の何らかの種類の少なくとも１つを有することができる。例えば
、典型的なレトロフィット・アプリケーションにおいて、発光ユニットの全束は、３００
ｌｍ乃至１００００ｌｍの範囲にあることができ、典型的な５Ｗ乃至８０Ｗの蛍光管ラン
プに対応する。前記発光ユニットの順方向電圧は、例えば、３０Ｖ乃至２００Ｖの範囲に
おいて、特に４フィートのランプ（１フィート＝０．３０４８ｍ）に対する５０Ｖ乃至１
００Ｖの範囲にあることができる。
【００３４】
　発光ユニット２０１は、（例えば、輝度及び／又は色を設定するための）ＬＥＤドライ
バユニット、整流回路、平滑化段、フィルタキャパシタ及び／又は放電保護ダイオードの
ような、更なる電子又は電気構成要素を有することができる。発光ユニット２０１は、例
えばＲＧＢ‐ＬＥＤを使用している、発される光の色制御が望まれているアプリケーショ
ンにおいて、又は当該発光装置の光束を更に増大させるために、２つ以上のＬＥＤを有す
ることができる。
【００３５】
　発光装置２は、ＰＬ型の蛍光灯器具に接続されるように適応化されることができる。発
光装置２は、少なくとも第１及び第２のランプ口金を有することができる。
【００３６】
　前記ランプ口金は、対応するランプ器具及び電力への発光ユニット２０１の電気的接続
を提供するように構成されなければならない。
【００３７】
　本発明の特性によれば、所与の集合の接続ピン２１、２３及び／又は２１´、２３´は
、フィラメントユニット２０及び／又は２０´に電気的に結合されることができる。フィ
ラメントユニットの例示的な構造は、特に図５及び６を参照して、以下で更に記載される
。
【００３８】
　図２に示されている例において、第１のフィラメントユニット２０は、発光装置２の第
１の端部の第１の接続ピン２１と第２の接続ピン２３との間に電気的に結合され、第２の
接続ピン２３は、例えば、発光装置２に電気的に結合されている。同様の態様において、
第２のフィラメントユニット２０´は、発光装置２の第２端部の第１の接続ピン２１´と
第２の接続ピン２３´との間に電気的に直列に結合され、第２の接続ピン２３´は、例え
ば、発光装置２に電気的に結合されている。
【００３９】
　図３は、本発明の第２の実施例による、特にフィラメントユニットを有する発光装置を
示している図である。
【００４０】
　図３により示されている例示的な実施例において、発光装置３は、図２を参照して記載
された発光装置２と類似の仕方において、ハウジング３００と、発光ユニット３０１と、
第１の端部における第１及び第２の接続ピン３１、３３と、第２の端部における第１及び
第２の接続ピン３１´、３３´とを有することができる。
【００４１】
　第２の実施例の特性によれば、２つのフィラメントユニット３０ａ、３０ｂは、互いに
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直列に、かつ、発光装置３の第１の端部の第１の接続ピン３１と第２の接続ピン３３との
間において電気的に結合され、類似の態様において、２つのフィラメントユニット３０´
ａ，３０´ｂは、互いに直列に、かつ、発光装置３の第２の端部の第１の接続ピン３１´
と第２の接続ピン３３´との間において電気的に結合される。
【００４２】
　２つのフィラメントユニット３０ａ，３０ｂのコモン・ノードは発光ユニット３０１に
電気的に結合され、同様に２つのフィラメントユニット３０ａ´，３０ｂ´のコモン・ノ
ードは発光ユニット３０１に電気的に結合される。
【００４３】
　第２の実施例の１つの利点は、発光装置３の各端部におけるフィラメントの低減された
電力分布を可能にすることにある。この対称的なフィラメントのコンフィギュレーション
によって、本線のランプ電流が全フィラメントの抵抗の僅か半分を流れることを可能にし
、これにより消費を低減する。
【００４４】
　図４は、本発明の第３の実施例による、特にフィラメントユニットを有する発光装置を
示している。
【００４５】
　図４により示される例示的な実施例において、発光装置４は、図３を参照して上述され
た発光装置３と類似の仕方において、ハウジング４００と、発光ユニット４０１と、第１
の端部における第１及び第２の接続ピン３１、３３と、第２の端部における第１及び第２
の接続ピン３１´、３３´とを有する。
【００４６】
　第３の実施例の特性によれば、１つのフィラメントユニット４０が、第１のフィラメン
トユニット接続ピンＡ及び第２のフィラメントユニット接続ピンＢによって発光装置４の
第１の端部における第１の接続ピン４１と第２の接続ピン４３との間で電気的に結合され
ると共に、第３のフィラメントユニット接続ピンＣによって、発光ユニット４０１に電気
的に結合される。類似の態様において、１つのフィラメントユニット４０´が、第１の端
部の第１のフィラメントユニット接続ピンＡ´及び第２のフィラメントユニット接続ピン
Ｂ´によって発光装置４の第１の接続ピン４１´との第２の接続ピン４３´との間に電気
的に結合されると共に、第３のフィラメントユニット接続ピンＣ´によって、発光ユニッ
ト４０１に電気的に結合される。
【００４７】
　第３の実施例において、各フィラメントユニット４０，４０´は、直列に結合される２
つのフィラメントを有する。図５に示されているように、フィラメントユニット４０は、
第２の実施例による配置の等価回路が第３の例示的な実施例よる配置の等価回路と同じで
あるような仕方において、２つのフィラメント５０ａ，５０ｂと、前記２つのフィラメン
ト５０ａ，５０ｂ間のノードに電気的に結合されている第３のフィラメントユニット接続
ピンＣとを有する。
【００４８】
　第３の実施例は、電力消費に関して第２の実施例と同じ利点がある。第３の実施例の更
なる利点は、２つの組み合わされた二重フィラメントユニットの使用が４つのフィラメン
トユニットの使用と比較して小型及び経済的であるということにある。
【００４９】
　図６は、第１及び第２の実施例において記載したようなフィラメントユニットの詳細な
図を示している。
【００５０】
　図６により示されているフィラメントユニット６０は、上述の第１の又は第２の例示的
な実施例のうちの１つに対応し、即ちフィラメントユニット６０は、照明装置の対応する
それぞれの接続ピンへの電気結合に適応化された２つのフィラメントユニット接続ピン６
１１，６１３を有する。
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【００５１】
　フィラメントユニット６０は、フィラメント６０１を有する。フィラメント６０１の端
部は、２つのフィラメント接続棒６０７，６０９に電気的に結合されることができる。フ
ィラメント接続棒６０７，６０９は、２つのフィラメントユニット接続ピン６１１，６１
３にそれぞれ電気的に結合されることができる。
【００５２】
　フィラメントユニット６０は、更にステム６０５を有する。２つのフィラメント接続棒
６０７，６０９及びフィラメント接続ピン６１１、６１３は、ステム６０５に機械的に結
合されることができ、例えば、２つのフィラメント接続棒６０７，６０９及びフィラメン
トユニット接続ピン６１１，６１３は、図６に示されているように、それぞれステム６０
５の突出部の両側に堅固に取り付けられることができる。ステム６０５は、更に、例えば
、示されている実施例におけるようなバルブ６０３底側のレベルにおいて、バルブ６０３
に取り付けられるフットベース部を有する。バルブ６０３及びステム６０５は、例えば、
ユニークな部分において一緒に形成される。幾つかの実施例において、フィラメント接続
棒６０７，６０９及び対応するフィラメントユニット接続ピン６１１，６１３を接続して
いるは単一の部分を形成し、ステム６０５によって導入されることができる。
【００５３】
　フィラメントユニット６０は、更に、少なくともフィラメント６０１、フィラメント接
続棒６０７、６０９並びに少なくとも部分的にステム６０５及びフィラメントユニット接
続ピン６１１、６１３をカプセル化するバルブ６０３を有する。フィラメントユニット接
続ピン６１１，６１３は、各フィラメントユニット接続ピン６１１，６１３の端部がバル
ブ６０３から現れるような態様において、バルブ６０３を介して導入される。バルブ６０
３は、例えば、ガラス、又は同様に低い熱伝導率を提供する何らかの材料若しくは良好な
熱及び電気的絶縁を提供する何らかの材料によって作られることができ、高温及び真空に
耐えることができる。バルブ６０３による封入は、気密な態様においてなされることがで
き、フィラメントを酸化から保護するためにガラス・バルブ内に真空が作られることがで
き、又はガラス・バルブ６０３は、有利には、フィラメント６０１によって環境に発され
る熱の良好な伝導による、フィラメント６０１の改善される冷却のために、ガス又は液体
を充填されることができる。例えば、ガラス・バルブ６０３は、ヘリウムのような、高い
熱伝導率を示している軽いガスにより充填されることができる。幾つかの場合において、
バルブ面温度が許容可能なレベルの範囲内に保持されるように低い熱伝導率を保持するこ
とが有利であり得る。このことは、バルブが発光ユニット２０１、３０１、４０１又はＬ
ＥＤの電子構成要素によって、緊密に組み立てられた場合に必要とされ得る。
【００５４】
　前記フィラメントユニットは、上述の第３の例示的な実施例の通りに、第３のフィラメ
ントユニット接続ピンを有することができる。このような場合、第３のフィラメントユニ
ット接続ピンは、例えば、前記バルブを出る端部を提供するために、バルブの上部を介し
て導入されることができ、他方の端部は、２つのフィラメント間のノードに電気的に接続
される。
【００５５】
　フィラメント６０１は、蛍光管において使用される典型的なフィラメントのものと類似
している熱伝導率及び／又は電気特性を提供するのに適しているものであり得る。例えば
、フィラメント６０１がタングステンから作られ、コイルに似た形に巻回されることがで
きる。フィラメント６０１は、コーティング層で覆われることができ、前記コーティング
層は、発光特性を有していてもいなくても良い。
【００５６】
　本発明は、添付の図面及び上述において詳細に説明され記載されたが、このような図例
及び説明は、説明的なもの又は例示的なものとみなされるべきであり、限定的なものとみ
なされるべきではない。本発明は、開示された実施例に限定されるものではない。
【００５７】
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　開示された実施例に対する他の変更は、添付の図面、本明細書及び添付の特許請求の範
囲の研究から、前記請求に記載の発明を実施する際に当業者により理解され遂行されるこ
とができる。添付の請求項において、「有する」なる語は他の要素又はステップを排除す
るものではなく、単数形は複数形を排除するものではない。特定の手段が、相互に異なる
従属請求項において引用されているという単なる事実は、これらの手段の組み合わせが有
利になるように使用されることができないと示すものではない。添付請求項における如何
なる符号も、この範囲を制限するものとしてみなしてはならない。

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】

【図５】
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